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引
き
続
き
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
行
政
と

日
高
市
消
防
団
の
指
導
に
よ
る
、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
っ
た
心
肺
蘇
生
訓
練
」、「
簡
易
救
護
方
法
訓

練
」、「
消
火
訓
練
」に
は
約
150
名
が
参
加
さ
れ
、

熱
心
に
こ
の
訓
練
に
励
ま
れ
ま
し
た
。

　
災
害
を
経
験
し
た
人
で
さ
え
、
長
い
年
月
の

間
に
は
災
害
を
恐
れ
備
え
る
気
持
ち
が
薄
れ
て

い
く
と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
し
て
災
害
を
経
験
し

て
い
な
い
人
達
に
と
っ
て
は
、
そ
の
恐
ろ
し
さ

は
な
か
な
か
実
感
を
伴
い
に
く
い
も
の
で
す
。

訓
練
に
参
加
し
、
万
一
の
事
態
を
想
定
し
、
備

え
る
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
っ
た
ん
災
害
が
起
こ
っ

た
時
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、

ま
と
ま
っ
て
冷
静
に
行
動
で
き
る
か
ど
う
か
、

暖
か
い
心
で
繋
が
り
合
う
こ
と
が
出
来
る
か
ど

う
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
将
来
、
万
一
の
事

態
が
起
こ
っ
た
時
、
こ
の
訓
練
を
や
っ
て
お
い

て
よ
か
っ
た
と
思
う
よ
う
に
、
今
後
も
自
主
防

災
組
織
を
充
実
さ
せ
訓
練
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
住
民
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
ま
武
蔵
台
自
治
会　
会
長　
土
井
太
郎

災
害
を
想
定
し
備
え
る
気
持
ち
が
大
切
で
す

　
木
々
の
葉
先
に
秋
を
感
じ
る
頃
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
熊
本
地
方
の
大
震
災
を
は
じ
め
、

地
球
環
境
の
温
暖
化
に
よ
り
日
本
列
島
を
直
撃

す
る
台
風
が
多
く
発
生
、
そ
の
勢
力
も
大
き
く
、

全
国
各
地
に
想
像
を
絶
す
る
集
中
豪
雨
に
よ
る

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
日
高
市
で
も
初
め
て
「
避
難
準
備
情
報
」
が

出
さ
れ
、
併
せ
土
砂
災
害
警
報
も
発
令
さ
れ
ま

し
た
。
幸
い
に
し
て
武
蔵
台
に
お
い
て
は
、
街

路
樹
の
倒
木
と
高
麗
駅
前
ガ
ー
ド
下
の
冠
水
に

よ
る
通
行
止
め
程
度
の
被
害
で
済
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
台
か
ら
流
れ
出
す
雨
水
が
排
水
処

理
し
き
れ
ず
、
側
溝
か
ら
溢
れ
坂
道
を
川
の
よ

う
に
流
れ
落
ち
る
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
、

防
災
へ
の
心
構
え
の
大
切
さ
を
改
め
て
痛
感
致

し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
８
月
28
日
の
日
高
市
総
合
防
災
訓
練

で
は
、
大
規
模
災
害
が
起
こ
っ
た
と
い
う
想
定

で
安
否
確
認
と
情
報
伝
達
の
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
班
長
さ
ん
は
じ
め
会
員
の
皆
様
に
は
早
朝

よ
り
ご
協
力
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

総合防災訓練実施報告
　8 月 28 日、日高市総合防災訓練が日高市の各
区で実施。武蔵台でも日高市の訓練要領に沿って、
住民安否確認を重点に置いた防災訓練が実施され
ました。
　午前 8 時、防災無線及びエリアメールにて震
度 6 弱の被災警報が発信され、訓練が開始され
ました。防災訓練の手順は、各戸で火を消し、
身の安全を図り余震への対応の訓練（シェイク
アウト訓練） 、避難路の確保、家族の安否確認、
ガス栓閉鎖、そして、電気のブレイカーを落と
し安全な場所に避難する、としています。
　今回の訓練は、各戸の住人が身の安全を確保
の後、自宅前の道路で班長の安否確認を受け、
班長は班員の安否確認を集計し副地区長へ報告。
そして副地区長より地区長、本部役員、会長、
武蔵台公民館館長へ報告するという伝達手順と
役割分担の訓練としました。また、今回の訓練
は同時に住民個々の防災への意識調査にもなり
ました。
　この訓練での安否確認 / 未確認の集計結果は
以下の表の通りです。

　武蔵台区の安否確認率は 38.2%で、日高市全域では
12,853 戸の安否確認がなされ、確認率は約 70%であった
のに比較し、大きく下回ったのは今後の課題となりました。
　武蔵台地域ではどのような災害が生じるか ?  日高市のハ
ザードマップを見ても地盤の堅さが幸いし土石の崩落の危
険性も極めて少ない地域である事は確かな様です。しかし
近年の災害が予測不能な状況に成っている今、いざという
時のために個々のご家庭で身を守る行動訓練 ( シェイクア
ウト訓練 ) を繰り返し、災害から確実に身の安全を守れる
様にしたいものです。 （安全対策部・広報部記）

	 	 班内世帯数	 確認	 未確認	 確認率
 1 丁目 485 166 319 34%
 2 丁目 352 125 227 36%
 3 丁目 418 157 261 38%
 4 丁目 155 66 89 43%
 5 丁目 388 134 254 35%
 6 丁目 148 56 92 38%
 7 丁目 270 142 128 53%
 武蔵台区 2,216 846 1,370 38%

安否確認訓練結果

武 蔵 台 だ よ り
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平
成
28
年
9
月
17
日
（
土
）

午
後
7
時
～
9
時
10
分

自
治
会
館
２
階
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
平
成
28
年
度
日
高
市
防
災
訓
練
の
総
括

ａ
初
め
て
の
訓
練
で
良
か
っ
た
点
、
悪
か
っ
た

点
を
次
年
度
に
向
け
て
別
途
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
り
集
約
を
行
う
。

ｂ
避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
が

出
た
場
合
の
自
治
会
（
自
主
防
災
）
と
し
て

の
対
応
を
検
討
（
自
主
防
災
組
織
委
員
会
で

検
討
し
て
早
急
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
）

（
２
）
移
送
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
報
告

移
送
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
答
申
を
受
け
自
治
会

と
し
て
実
施
に
向
け
た
今
後
の
方
向
性
を
確

認
す
る
。

（
３
）
自
治
会
所
有
山
林
の
草
刈
に
つ
い
て
草

刈
範
囲
の
検
討
、
参
加
者
確
認
、
日
程
10

月
１
日
（
土
）

（
４
）
武
蔵
台
文
化
祭
の
参
加
協
力
に
つ
い
て

開
催
日
10
月
15
日
（
土
）
～
16
日
（
日
）
自

治
会
で
た
こ
焼
き
販
売
の
協
力
を
行
う
。
な

お
、
応
援
協
力
を
数
人
の
方
に
お
願
い
。

（
５
）
日
高
市
消
防
団
協
力
金
の
支
払
い
に
つ

い
て

２
、２
３
０
世
帯
×
１
０
０
円
＝
２
２
３
千

円
の
支
出
を
行
な
う
。

（
６
）
日
高
市
少
子
高
齢
化
対
策
事
業
の
推
進

協
力
に
つ
い
て

ａ
く
り
く
り
元
気
体
操
の
推
進
（
文
化
厚
生
部

へ
協
力
依
頼
）

ｂ
子
育
て
支
援
に
向
け
会
館
活
用
に
つ
い
て（
地

域
交
流
広
場
）

◆
Ⅱ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長

ａ
中
央
通
り
と
東
西
通
り
交
差
付
近
の
コ
ス
モ

ス
が
視
界
を
邪
魔
と
の
苦
情
、
安
対
部
対
応

ｂ
家
庭
枝
は
み
だ
し
の
苦
情
あ
り
、
環
境
部
よ

り
回
覧
広
報
に
て
至
急
対
応
願
う

ｃ
４
丁
目
付
近
の
バ
イ
ク
騒
音
問
題
発
生
（
警

察
と
の
連
携
依
頼
中
）

ｄ
水
道
メ―

タ
ー
交
換
に
お
け
る
漏
水
苦
情

　
市
役
所
上
水
道
課
へ
対
処
依
頼
済

ｅ
各
委
員
会
の
進
歩
状
況
に
つ
い
て
確
認

ｆ
日
高
市
交
通
政
策
課
と
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
打
合
せ

ｇ
９
月
９
日
（
金
）
台
っ
こ
ス
ク
ー
ル
開
催

ｈ
９
月
10
日
（
土
）
武
蔵
台
中
学
校
創
立
記
念
30

周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
打
合
せ

ｉ
９
月
15
日
（
木
）
武
蔵
台
福
祉
ネ
ッ
ト
役
員

会
出
席

ｊ
９
月
17
日
（
土
）
武
蔵
台
中
学
校
体
育
祭
出
席

ｋ
９
月
21
日
（
水
）
武
蔵
台
ケ
ア
ー
会
議
定
例
会

開
催

ｌ
９
月
10
日
（
土
）・
９
月
24
日
（
土
）
自
治
会

館
増
改
築
検
討
委
員
会
実
施

（
２
）
区
長

ａ
９
月
13
日（
火
）明
る
い
選
挙
推
進
委
員
会（
市

役
所
）

ｂ
９
月
15
日
（
木
）
市
議
会
一
般
質
疑
傍
聴
（
山

田
、
鈴
木
・
佐
藤
・
田
中
）
各
議
員

ｃ
９
月
16
日
（
金
）
市
議
会
一
般
質
疑
傍
聴
（
清

自治会館の電話は、982-3904　FAXは、982-3904　Eメールは、koma-m@abelia.ocn.ne.jp　です。

　

平
成
28
年
度
（
9
月
）

　

第
6
回
定
例
役
員
会
報
告

平
成
28
年
10
月
15
日
（
土
）

午
後
7
時
～
8
時
45
分

自
治
会
館
２
階
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
７
丁
目
榎
田
緑
地
内
問
題
の
検
討

ａ
猛
毒
蛇
（
ヤ
マ
カ
ガ
シ
）
対
策
と
し
て
警
告

板
の
設
置
・
10
月
度
広
報
通
達

ｂ
榎
田
緑
地
一
斉
掃
除
時
の
ご
み
収
集
方
法
の

改
善
に
つ
い
て

（
２
）
移
送
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
報
告

実
施
に
向
け
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

（
３
）
自
治
会
館
増
改
築
に
つ
い
て

建
築
診
断
を
行
い
自
治
会
館
建
物
の
現
状
確

認
を
し
、
将
来
的
に
安
全
、
安
心
、
快
適
な
住

民
の
居
場
所
づ
く
り
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

◆
Ⅱ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長

ａ
10
月
６
日
（
木
）
滝
不
動
通
り
街
路
樹
ヒ
コ

バ
エ
枝
落
と
し
実
施（
環
境
部
守
屋
氏
）
協
力

　

平
成
28
年
度
（
10
月
）

　

第
7
回
定
例
役
員
会
報
告

ｂ
４
丁
目
付
近
の
バ
イ
ク
騒
音
問
題
発
生

　
10
月
広
報
記
載
。
飯
能
警
察
と
打
合
せ
10
月

３
日　
重
点
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
う

ｃ
10
月
５
日
く
り
く
り
体
操
第
１
回
開
催
。

　
参
加
者
46
名
（
関
係
者
＆
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

含
む
）

ｄ
街
路
樹
剪
定
を
10
月
17
日
よ
り
順
次
行
う
予

定
ｅ
中
央
通
り
片
側
舗
装
改
修
完
了
（
ガ
ス
管
交

換
側
）
順
次
反
対
車
線
の
舗
装
改
修
行
な
う

ｆ
地
内
の
法
面
、
公
園
定
期
草
刈
10
月
17
日
以

降
順
次
実
施

ｇ
堀
口
産
業
が
法
面
の
不
法
樹
木
除
去
と
倒
木

危
険
性
の
あ
る
街
路
樹
の
撤
去

ｈ
10
月
22
日
（
土
）
第
２
回
、
武
蔵
台
中
学
校

創
立
記
念
30
周
年
記
念
事
業
打
合
せ

ｉ
10
月
23
日
（
日
）
団
地
内
一
斉
掃
除

（
２
）
区
長

ａ
10
月
５
日
（
水
）
午
前
１
時
50
分
ご
ろ
１
丁

目
21
街
区
で
火
災
発
生

ｂ
10
月
13
日
（
木
）
社
会
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

高
麗
の
郷

ｃ
10
月
16
日
（
日
）
横
手
台
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
式
典
、
飯
能
日
高
防
犯
会
議

ｄ
10
月
19
日
（
水
）
高
麗
神
社
大
例
祭

ｅ
10
月
22
日
（
土
）
振
り
込
め
詐
欺
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
ベ
イ
シ
ア
モ
ー
ル
に
て
実
施

ｆ
10
月
25
日
（
火
）
日
高
市
社
会
福
祉
協
議
会

３
役
会
議 

以
上

水
・
平
井
・
池
田
・
斎
藤
）
各
議
員

ｄ
９
月
22
日
（
木
）
高
麗
郡
建
郡
１
３
０
０
年

記
念
観
光
展

ｅ
９
月
26
日
（
月
）
振
り
込
み
詐
欺
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
高
麗
駅
に
て
実
施

ｆ
９
月
27
日
（
火
）
日
高
市
社
会
福
祉
協
議
会
３

役
会

ｇ
赤
い
羽
根
募
金
協
力
の
お
願
い 

以
上

北
澤　
　

良
太
（
35
歳
）
一
─
四
十
─
六

　

ご
逝
去
日　

八
月
一
日　
　

（2）
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自治会館は、毎週月、水、金の午前 10時〜午後３時、土の午前 10時〜正午まで（年末年始、祝日除）開いています。

自治会館改築検討委員会 / 仮称（会館リノベーション・プロジェクト）報告
１．委員会発足の背景
　自治会館は平成５年に32百万円で建設、築23年が経過
しました。
　現在次のような点が主な課題となっています。
１）経年劣化（壁面の雨漏り等）が進み、補修が急務。
２）時代の背景も変り、使い勝手が実情にそぐわない。
　自治会では、ここ数年これら課題の解決方法を模索し
てきました。高齢化時代の会館の機能として、会員が立
ち寄り易く会員の多様な活動に活用され（居場所作り）、
会員相互の交流増進に寄与する事を旨とし、団地中央に
移転出来ないか、新築出来ないか、ショッピングセンター
の空き室を賃借してはどうか等々、様々なケースが検討
されました。適当な土地が無い、現状の建築資金では不
足、次世代まで家賃の負担を負わせられない等、現実的
な問題を考慮した結果、現状の会館を自治会館建設積立
金や市の補助金を活用してリノベーションすることが最

善の対応であろうとの結論に至りました。更に、具体化
のための検討着手が本年の37回定期総会に上程・了承さ
れ、検討委員会の発足に至りました。
２．検討委員会の活動内容
　同委員会は建築の専門家や財政に詳しい方々で構成さ
れ、上記の構想を基本に、実施可能な具体案を取り纏め、
役員会や38回総会への上程を行います。
　承認を得られれば来年度はその実行と進捗管理を担う
事ことになると思います。
３．第一回検討委員会（９月10日）の要旨
　専門家の診断書に基づいた適切な補修の見極めを行い
ます。使い勝手の改善では、バリアフリー化、事務所・
部屋スペースの拡張、トイレ台所等の見直しを議論しま
した。
　今後、数回の委員会を経て具体案を取り纏める予定で
す。 （委員長　菅野）

資源回収量が減っています！

　9 月 25 日（日）武蔵台小学校グランドで、第 34 回武蔵台・横
手台地区体育祭が開催されました。前日が降雨のため、準備は当日
の朝 6 時半から開始。間に合うかどうか心配でしたが、無事予定通
り始めることができました。
　競技は徒競走に始まり、紅白玉入れ、未就学児お買い物競争と進
み、人気のパン食い競争には 250 名の参加がありました。
　武蔵台と横手台の対抗種目は、紅白玉入れ、綱引き、ボール送り、
障害物競争、リレーの５種目で、今年も最後のリレーで総合勝敗の
決着が付くという白熱の展開の末、武蔵台が優勝する最高の盛り上
りで閉会しました。
　さて、大会主催者の武蔵台・横手台地区体育協会と武蔵台公民館
では、年度の始めから体育祭をみんなで楽しめるように新しい種目
の立案、プログラム順序の入れ替え等を検討してきました。新種目
では、未就学児、お父さんお母さん、おじいちゃんおばあちゃんな
ど、みんなで楽しく交流できるようにと考えてきました。例えば、「狙
えホールインワン３本勝負」を新たに取り入れ、なかなか好評でした。
　近年、体育祭の参加者が減少傾向にあります。子供が減り、お年
寄りが増えていく武蔵台地区において、住民の皆さんから、「心待
ちにされる体育祭」、「参加してよかったと思われる体育祭」にして
いくためにはどうすればよいか？　「現在の住民の家族構成を考え
たプログラム」、「独立した子供たちやその家族にも楽しんでもらえ

資源ごみは大切な自治会活動資金となります
　皆様の資源回収へのご理解、協力ありがとう
ございます。日高市では焼却ごみを少しでも減
らしていくため、資源廃品に 1Kg 当たり 10 円
の奨励金を出して回収を促進しています。自治
会ではこの奨励金をダストボックスの改修や一
般的な地域活動に役立てています。
今年は10%減少の傾向
　その資源回収量が、現時点では昨年より約
10%減少しています。ペーパーレス化や、新聞
雑誌の購読が減っているのがその要因と考えら
れています。しかし一方では、ダストボックス
に出される袋の中には牛乳パックや引きちぎっ
た段ボール、コピー紙などの資源ごみなども
多々見受けられ、もったいない状況があります。
こまめな分別回収を！
　資源ごみの廃品分別を今一度徹底をしていた
だけますようにお願い致します。特に雑紙と称
するこま切れの物は紙製買い物袋に入れるな
ど、こまめな収集による資源回収量の増加にご
協力ください。 （環境衛生部記）

第 34 回武蔵台・横手台地区体育祭報告

家族みんなが気楽で楽しく参加する
体育祭にしていこう！

るイベント」など、多く
の課題を乗り越えながら、
これからも「爽やかな季
節の中で、家族みんなで、
気楽に楽しめる体育祭」
にしていきたいと考えて
おります。 （体育部記）  

資源回収トレンド

2015
2016

月度開会式光景
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初期消火訓練 
訓練用の消化器を持ち『火事だー』
と叫びながら消火目標まで消化剤を
掛け進み消火する消化器使用訓練。

　　防災訓練
　安否確認訓練の後、武蔵台公民館にて日高市消防団の応援を得て、初期消火訓練、応急救護訓練、AED を使用
した心肺蘇生法修得訓練等が行われました。 （取材　広報部足立）

応急救護訓練 
新聞紙やスーパーのレジ袋等を利用
し三角巾の代用方法、止血方法、毛
布などを利用した応急担架による救
急患者の運び方訓練

AEDによる心肺蘇生法修得訓練
AEDを音声ガイドに沿って使用し、心
肺停止者を蘇生。両手による胸筋圧
迫心臓マッサージと人工呼吸を併用
しながらの訓練。

　今年は例年になく９月に雨が良く降りました。でも９月２５日は久々の良い天気。バンバン！さあ、花火の合図
で育祭のはじまりー！  （取材 広報部 青）

　今年も地域対抗の勝敗を決した
花形リレーで楽しい地区体育祭を
締めました。迫力に満ちた走者に
全員が興奮。まさに大会の花でし
た。選手の皆さん、役員の皆さん、
そして体育祭に参加しご協力を頂
いた全ての皆さんに感謝いたしま
す。ありがとうございました。

紅白玉入れ
「ガンバレー！」と大きな声援を送り
ながら、笑顔で玉入れかごを持つ用具
係の役員さん、素敵でーす！

パン食い競争
「パンは手で取らないで下さい」と
放送係の女子中学生の声。出した手
をおもわずひっこめる。揺れるパン
は口の上を遊泳・・・、最後はやは
り手だ！ 

マラソン
「 ト ン 汁 と お に ぎ り の 用 意 が で き
ま し た 」 の ア ナ ウ ン ス に 武 蔵 台 自
治 会 の テ ン ト 前 は 長 い 行 列 。 そ の
時、「２キロの先頭が戻ってきまし
た！」の声で、行列の顔は一斉にト
ラックに向く。そして拍手・声援！

　
検
討
委
員
会
で
は
「
移
送
サ
ー

ビ
ス
実
施
粗
案
」
を
策
定
し
、
９

月
の
自
治
会
本
部
役
員
会
に
て
審

議
・
了
承
を
頂
き
ま
し
た
。
粗
案

の
骨
子
は
次
の
通
り
で
す
。

１
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
は
デ
マ
ン
ド

方
式
と
す
る 

─ 

希
望
の
乗
車
地
か

ら
目
的
地
ま
で
直
行
で
運
行

２
．
実
費
（
ガ
ソ
リ
ン
代
）
程
度

を
利
用
者
に
お
願
い
す
る
。

３
．
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
間
、

毎
日
運
行
す
る
。

　
こ
れ
か
ら
高
齢
化
が
さ
ら
に
進

ん
で
い
き
ま
す
が
、
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
た
こ
の
街
で
充
実
し
た
暮

ら
し
を
続
け
て
い
け
る
た
め
に
、

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
大
変
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に

図
ら
れ
、
相
互
の
絆
が
育
ま
れ
、

地
域
に
活
力
を
も
た
ら
す
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
計
画
を
詳
細
に
詰
め
、

行
政
の
理
解
と
支
援
の
獲
得
に
努

め
な
が
ら
、
住
民
の
皆
様
へ
説
明

を
適
時
行
い
、
来
年
下
期
の
運
行

開
始
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（
移
送
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員
会　
桂
記
）

「
移
送
サ
ー
ビ
ス
」

実
現
に
向
け
て
大
き
く
前
進

　　地区体育祭

60ｍ競争
未就学児の元気な走り！これからも
武蔵台・横手台地区を明るく、元気
にしてくれる走りでした。

スナップ

レポート

スナップ

レポート
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　地域の皆様のご協力をいただき、「あいさつ運動」「子
どもをまもる家」の事業が年々広がりを見せ、武蔵台
横手台地区に定着し継続されていることに感謝いたし
ます。当会を構成されている各団体の役員の皆様及び
地域の会員の皆様のお力添えで、子ども達の中にこの
活動が浸透してきたと実感しております。
　本年度も、武蔵台小学校の児童から両活動に関する
標語を募集致します。あいさつの大切さ、安全と安心
の大切さを表現された、たくさんの素晴らしい作品が、
例年通り集まることと思います。３月には当会の広報
誌「すこやか」に入選作品を載せて全戸配布いたします。
　当会では子ども達の期待に応え、これからも地域の
子ども達のより一層の安全のために活動してまいりま
す。地域の子どもは地域で見守り地域で育てたいと願
います。そしてこの活動が地域の活性化につながるこ
とを希望しています。ぜひ地域の皆様のご協力をお願
いいたします。

武蔵台横手台地区健全育成活動について
武蔵台横手台地区青少年健全育成の会　会長　本間英之

（平成２８年度　３丁目地区長）

　尚、「台っこアフターすくーる（台小放課後教室）」
の事業も継続して開催されており、地域の皆様のお力
がますます必要とされています。私たちが心豊かにこ
の地で住まい続けるためにも、簡単なお手伝いスタッ
フに登録いただきお力添えをお願いします。
当会の構成について
　当会は、武蔵台横手台地区の子どもたちの育成に関
わるほとんど全ての団体や地域協力者によって構成さ
れ、日高市教育委員会生涯学習課の指導をいただき、
日高市青少年育成市民会議、日高市内の各地区青少年
健全育成の会と連携して活動しています。
　活動、運営資金は、日高市からの補助金及びこま武蔵
台自治会並びに横手台自治会からの助成金で賄われて
います。
　当会の活動趣旨にご賛同頂き、地域の協力者として
一緒に活動していただける方を随時お待ちしておりま
すので、ご検討いただければ幸いです。

あいさつ運動中 子どもをまもる家

わが街・わが地域・わが暮らしの豆知識

　今回は、ショッピングセンターでの
諸行事には欠かせない存在となってい
る『日高都市ガス・武蔵台店』の石川
店長さんに日々の活動についてお聞き
しました。

（石川氏）　ここにお店を出して４年目。都市ガスをご使用いただいて
いる武蔵台のご家庭に、安全・安心をお届けするのが使命です。また、
ベンリーの加盟店として、水漏れや配水管の保守、ハウスクリーニン
グなどのお困り事にも対応しています。
（取材者）　自治会主催の『安全祈願春の集い』をはじめ、ショッピン
グセンターで開催する催しに協力を頂き感謝しております。現在、及
び今後のお考えをお聞かせ下さい。
（石川氏）　地元に支えられて４０年以上ガスを供給してきました。今
までの感謝の気持ちを忘れずに、地域に寄り添い、街の活性化に貢献
できればと思っています。商店街の朝市・ふれあいマルシェには、「お
客様感謝祭」の看板を掲げ、本店の全面応援を得ながら参加させて頂
いています。
少子化、高齢化が進む生活環境で、地域の方々が安心して生活するた
めのお手伝いをしよう、そして、外からの移住も増やそう、そのため
にできることは何か？を考えながら日々の店舗活動を進めていきたい
と考えています。
（取材者）　地域住民や自治会に対する要望やご意見などをお聞かせ下
さい？
（石川氏）　「安全・安心の街づくり」は、ガス並びにガス器具を安全
に使って頂くことも大変重要なことです。器具の調子が悪い時は遠慮
なくお問合せ下さい。３年毎の定期保安検査を受けて頂くことも重要
です。そして毎日の生活でお困り事がございましたら、どんな小さな
事でも気軽にお声掛け下さい。地域に寄り添い、生活のお役に立てる

『日高都市ガス武蔵台店』を日々目指します。 （取材　広報部 柳沢）

感謝と寄りそう心で街の活性化に役立ちたい！
ショッピングセンター・日高都市ガス武蔵台店　石川店長さんに聞く

ふれあいマルシェで、店先
のくじ引を楽しむ方々

ツイート広場・つぶやき交差点
◆バイクの騒音は 『110番通報』を！

　最近バイクの騒音行為が多々発生していま
す。行為があったらその都度 110 番通報をし
てください。警察でも巡回強化をしています。
 （安全対策部）

◆毒蛇に要注意！
　7 丁目 72 番ダストボックス脇から榎田緑地（谷）へ降りる
散策道路に毒蛇のヤマカガシの出現情報がありました。毒蛇
で、マムシの 3 倍の毒があるそうです。山の散策や犬の散歩
時には十分注意をしてください。 （環境衛生部）

◆訪問業者の勧誘に注意を！
　最近、疑わしい高圧洗浄業者、東電の下請けを名乗る省エ
ネ工事業者、古新聞・段ボール回収業者が横行しています。
自治会の指定業者のような言動には絶対に応じないようにし
てください。
こま武蔵台自治会の指定協力業者は次の通りです。
・高圧洗浄業者・・・
　　　ときたサービス、日高都市ガス、第一設備
・古紙、新聞、段ボール回収業者・・・
　　　緑を守る会 - 宮本商店 （環境衛生部）

◆武蔵台民謡の会では会員を募集中！
　民謡に少しでも興味をお持ちの方、
お待ちしています。初心者も大歓迎です。
◆お稽古日　第 1、第 2、第 3 木曜日
◆ 場　　所　こま武蔵台自治会館
◆ 時　　間　午後 2 時〜 4 時
◆お問合せ　伊藤英嗣（1-15-14　Tel 982-2071）
民謡の楽しみ - その①：生活感豊かな歌詞　その②：聞く人
の心にしみこむ節回し　是非一度おいでください。 

（1 丁目　伊藤）



生
活
環
境
美
化
と
高
齢
化
の

狭
間
の
憂
い
！

　

か
つ
て
私
は
米
国
オ
レ
ゴ

ン
州
立
大
学
で
の
研
修
に
夏

の
２
か
月
間
を
同
大
学
教
授

宅
で
過
ご
し
た
こ
と
を
懐
か

し
く
思
い
返
し
、
日
本
も
、

い
や
、
こ
の
武
蔵
台
も
・
・
と
考
え
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。
オ
レ
ゴ
ン
州
は
草
木
豊
に
生
い
茂
る
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
る
米
国
で
も
緑
豊
か
な
州
で
あ

る
。
私
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
た
教
授
宅
裏
に

は
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
川
が
静
か
に
流
れ
て
い
た
。

　
毎
朝
の
こ
と
な
が
ら
、
或
る
日
の
朝
、
教
授
夫

人
（
大
学
事
務
局
に
勤
務
）
の
運
転
す
る
車
で
大

学
ま
で
送
り
届
け
て
頂
く
車
中
か
ら
気
づ
い
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
道
路
、
畑
に
通
じ
る
小
道

等
を
き
れ
い
に
除
草
し
、
清
掃
し
て
い
る
生
徒
・

学
生
た
ち
で
あ
っ
た
。
夕
刻
、
ま
た
夫
人
の
車
で

帰
宅
す
る
車
の
中
か
ら
見
た
道
路
は
き
れ
い
に
除

草
さ
れ
、
走
る
ど
の
車
も
悠
然
と
満
足
気
に
も
見

え
た
の
だ
っ
た
。

　
わ
が
武
蔵
台
も
道
路
清
掃
の
日
が
定
め
ら
れ
、

各
家
庭
に
定
め
ら
れ
た
清
掃
範
囲
の
除
草
が
わ
り

あ
て
ら
れ
る
。
学
生
年
齢
の
若
い
方
々
も
見
受
け

ら
れ
る
が
大
方
は
ご
高
齢
の
方
々
で
あ
る
。
私
は

腰
痛
に
悩
み
、
整
形
外
科
医
か
ら
は
「
草
取
り
作

業
な
ど
絶
対
禁
物
」
と
念
を
押
さ
れ
て
い
る
始
末
。

家
内
に
頑
張
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
不
肖
の
亭
主
で

あ
る
。

　
清
掃
日
、
滝
不
動
ま
で
の
あ
の
長
い
下
り
坂
に

沿
っ
て
除
草
を
し
て
い
る
方
々
を
見
る
度
に
、
頭

が
下
が
る
思
い
で
あ
る
。
学
校
で
は
、
部
活
動
で

日
曜
日
も
生
徒
た
ち
は
忙
し
く
活
動
を
し
て
い
る

だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
予
め
定
め
ら
れ
て
い
る
生
活

環
境
美
化
の
た
め
の
草
取
り
作
業
に
、
せ
め
て
高
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編　

集　

後　

記

『
今
を
伝
え
、
明
日
を
考
え
る
』
広
報
誌
を

目
指
し
、
少
し
で
も
前
進
し
た
い
と
思
い
な

が
ら
本
号
の
編
集
も
終
わ
り
ま
し
た
。

　
総
合
防
災
訓
練
で
は
安
否
確
認
率
が
日
高

市
の
平
均
値
の
約
半
分
、
住
民
の
連
帯
意

識
・
絆
を
も
っ
と
育
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
リ
レ
ー
随
想
は
、
い
ず
れ

も
良
き
「
武
蔵
台
」
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る

素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
今
回
４
店
舗
目

と
な
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
取
材
を

通
し
て
、『
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い

き
た
い
』
と
い
う
熱
い
思
い
を
知
り
、
私
達

は
ど
う
応
え
る
べ
き
か
考
え
行
動
に
移
る
時

に
立
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
広
報　
柳
沢
）

リ
レ
ー
随
想

校
生
以
上
の
戦
力
を
武
蔵
台
美
化
の
た
め
に
短
時

間
回
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
高
齢
の
方
々
の
「
大

い
な
る
助
け
」
に
な
る
の
だ
が
・
・
と
思
う
の
は

無
理
な
こ
と
だ
ろ
う
か
・
・
・

 

（
５
丁
目　
男
性　
T
・
T
）

故
郷
の
思
い
出
と
夏
祭
り

　
私
に
は
明
治
生
ま
れ
の
厳

格
な
父
と
の
幼
少
の
頃
の
楽

し
い
思
い
出
は
、
ほ
と
ん
ど

記
憶
に
残
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
唯
一
の
淡
い
思
い
出
と
し
て
、
父
と
二

人
で
出
か
け
た
母
の
里
の
村
祭
り
の
小
さ
な
夜
店

の
場
面
が
思
い
お
こ
さ
れ
る
。

　
家
庭
を
築
い
た
息
子
娘
家
族
は
、
最
近
我
が
家

に
立
ち
寄
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。
今
年
は
、

８
月
の
夏
祭
り
に
集
合
の
号
令
を
か
け
た
。
日
が

暮
れ
て
か
ら
の
参
集
で
あ
っ
た
が
、
連
な
る
提
灯

の
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
た
浴
衣
姿
の
幼
い
孫
達
の

姿
は
、
ま
ば
ゆ
い
ほ
ど
に
映
っ
た
。
娘
と
同
年
の

家
族
も
駆
け
つ
け
て
く
れ
、
10
人
程
の
集
ま
り
の

輪
も
生
じ
た
。
自
治
会
自
慢
の
た
こ
焼
き
、
焼
き

そ
ば
等
の
列
に
談
笑
し
な
が
ら
並
び
、
盆
踊
り
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
堪
能
。
初
め
て
見

る
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
に
見
入
る
２
歳
の
孫
の
姿
。

ま
だ
、
名
残
惜
し
い
賑
わ
う
会
場
を
後
に
し
て
、

キ
ラ
キ
ラ
光
る
リ
ン
グ
の
お
も
ち
ゃ
を
楽
し
み
な

が
ら
我
が
家
に
帰
り
、
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
の
あ

と
、
初
め
て
の
雑
魚
寝
で
の
「
お
泊
り
」
で
一
夜

を
過
ご
す
。

　
夏
祭
り
と
孫
達
の
お
泊
り
は
、
い
つ
ま
で
も
故

郷
の
淡
い
思
い
出
と
し
て
一
生
記
憶
に
残
る
こ
と

と
思
い
ま
し
た
。
我
が
家
の
大
切
な
思
い
出
は
、

猛
暑
の
中
を
手
作
り
で
素
晴
ら
し
い
舞
台
を
演
出

戴
い
た
多
く
の
班
長
さ
ん
、
自
治
会
役
員
、
関
係

の
方
々
の
お
陰
で
あ
り
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

（
２
丁
目　
男
性　
M
）

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
を

楽
し
む

　
こ
の
地
の
住
民
に
な
っ
て
か

ら
40
年
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の

大
半
を
都
内
ま
で
の
通
勤
で
過

ご
し
て
き
た
。

　
退
職
後
、
長
き
に
わ
た
り
過
ご
す
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
終
の
棲
家
の
居
心
地
を
よ
く
し
、
新
し

い
楽
し
み
を
持
ち
た
い
と
思
い
始
め
た
こ
ろ
、
折

し
も
ブ
ー
ム
で
あ
っ
た
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
は
ま
り

込
ん
で
し
ま
っ
た
。
大
き
な
こ
と
は
専
門
家
に
お

願
い
し
、
で
き
る
こ
と
は
夫
婦
で
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
た
。

　
我
が
家
の
庭
は
バ
ラ
と
宿
根
草
が
メ
イ
ン
で
あ

る
。
そ
の
バ
ラ
の
花
着
き
が
夏
以
降
の
天
候
不
順

で
よ
く
な
い
。
ま
た
、
台
風
に
よ
る
被
害
も
重
な

り
ラ
テ
ィ
ス
が
倒
れ
た
。
そ
の
た
め
大
き
く
育
っ

て
い
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
系
の
バ
ラ
と
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ロ
ー
ス
が
根
元
か
ら
折
れ
て
し
ま
っ
た
。
先

日
、
そ
れ
に
代
わ
る
新
苗
を
植
え
た
。

　
晩
秋
に
向
か
っ
て
朝
の
冷
気
と
日
中
の
温
暖
さ

の
メ
リ
ハ
リ
が
花
の
色
を
一
層
鮮
や
か
に
魅
せ
て

く
れ
る
。
今
は
穏
や
か
な
お
天
気
を
望
ん
で
い
る
。

そ
ん
な
日
は
葉
先
を
揺
ら
す
風
下
か
ら
の
芳
香
を

感
じ
つ
つ
深
呼
吸
！

　
ま
も
な
く
６
歳
に
な
る
ペ
ッ
ト
（
猫
チ
ン
チ
ラ
）

を
愛
で
な
が
ら
の
庭
先
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
は
至
福
の

時
で
あ
る
。

（
２
丁
目　
女
性　
M
・
T
）

高
麗
の
豊
か
な
四
季
を
楽
し
む

　
夫
の
退
職
で
念
願
の
田
舎
暮
ら
し
が
始
ま
り

ま
し
た
。
武
蔵
台
に
住
み
始
め
て
４
年
、
今
年

か
ら
高
齢
者
の
仲
間
入
り
も
し
ま
し
た
。
２
歳

に
な
る
犬
と
、
高
麗
駅
周
辺
、
巾
着
田
、
日
和

田
山
な
ど
を
散
歩
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ち
ら
の
皆
さ
ま
は
、
庭
を
手
入
れ
し
、
家
の

前
の
街
路
樹
の
根
元
に
ま
で
花
を
植
え
て
い
ま

す
。
同
じ
道
を
散
歩
し
て
も
季
節
の
花
が
楽
し
め

ま
す
。

　
越
し
て
き
た
当
初
は
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
人

を
あ
ま
り
見
か
け
な
い
の
を
不
思
議
に
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
散
歩
を
し
て
い
て
そ
の
訳
が
分
か
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
坂
が
多
い
せ
い
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
の
曼
殊
沙
華
も
終
わ
り
、
高
麗
神
社
の
モ

ミ
ジ
の
紅
葉
が
楽
し
み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
朝
夕
の
散
歩
で
山
や
川
の
景
色
を
見
な
が
ら
、

坂
道
を
下
り
て
行
く
の
は
喜
び
で
す
。
四
季
の
美

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
生
活
で
き
る
こ
と
の
あ
り
が

た
さ
。
こ
の
坂
道
も
い
ず
れ
登
れ
な
く
な
る
日
が

来
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
、

今
日
も
歩
い
て
い
ま
す
。

　
（
１
丁
目　
女
性　
N
・
H
）

武 蔵 台 だ よ り


